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私
は
華
岡
青
洲
研
究
に
は
無
縁
の
人
間
だ
が
、
諸
先
生
の
熱
心
な
探
究
ぶ
り
に
刺
激
を
受
け
て
、
読
書
の
際
、
そ
れ
と
な
く
気
を
つ
け
る

（
１
）

号
よ
う
に
な
っ
た
。
以
下
は
そ
う
し
た
中
で
出
会
っ
た
、
有
名
な
古
典
に
書
か
れ
た
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
（
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
）
、
有
名
な
著
者
が
言
い
た

４

（
２
）

鐸
「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
」
と
い
う
戯
曲
で
あ
る
。

５

（
３
）

認
ち
な
み
に
こ
の
小
論
の
題
は
、
作
家
平
岩
弓
枝
氏
の
ミ
ス
テ
リ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
「
御
宿
か
わ
せ
み
」
の
一
編
「
ま
ん
ど
ら
ご
ら
奇
聞
」
を

/1QQQ｝
、ユ皿ノQノリノ

デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
に
関
す
る
本
を
読
ん
で
い
た
ら
、
ヨ
セ
フ
ス
の
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
」
に
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
の
記
載
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い

（
４
）

た
の
で
、
調
べ
て
見
た
。
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
」
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り
一
般
的
で
な
い
が
、
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
で
は
重
要
な
古
典
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

ロ
ー
マ
帝
国
に
も
っ
と
も
果
敢
な
抵
抗
を
行
っ
た
の
は
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
と
ユ
ダ
ヤ
で
あ
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
の
抵
抗
は
、
第
一
次
、
第
二
次

の
ユ
ダ
ヤ
戦
争
と
な
り
、
い
ず
れ
も
ユ
ダ
ヤ
側
が
敗
北
し
て
、
そ
の
結
果
ユ
ダ
ヤ
人
は
パ
レ
ス
チ
ナ
に
住
む
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
、
祖
国
の
な

い
民
と
な
っ
た
。
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
状
況
を
書
い
た
の
が
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
」
で
あ
る
。
著
者
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ョ
セ
フ
ス
（
国
ゆ
く
冒
印

（
Ｆ
Ｄ
）
（
〆
ｂ
）
（
弓
ｊ
）

旨
の
①
ｇ
こ
め
）
（
紀
元
三
七
、
八
年
ご
ろ
－
紀
元
一
○
○
年
以
後
）
は
、
も
と
ユ
ダ
ヤ
軍
の
将
軍
で
あ
っ
た
が
、
捕
虜
と
な
っ
た
後
に
ロ
ー
マ
軍
の
一

一
字
変
更
し
て
借
用
し
た
。

一
・
ョ
セ
フ
ス
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
」
の
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ

マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
異
聞

報
瀝
權
袰
蘓
糯
葬
哩
「
悪
髭
誕
罷
平
成
十
一
年
九
月
十
六
日
受
付

泉
彪
之
助



地
員
と
な
り
、
そ
の
立
場
で
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
経
過
を
記
録
し
た
。
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
は
名
で
な
く
、
ロ
ー
マ
皇
帝
ゥ
エ
ス
パ
シ
ァ
ヌ
ス
か
ら
、
そ

の
氏
族
名
を
名
乗
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
経
歴
だ
け
聞
く
と
単
な
る
変
節
者
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
豆
ダ
ヤ
戦
記
」
に
書
か
れ

て
い
る
よ
う
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
中
で
主
戦
派
と
穏
健
派
の
き
び
し
い
対
立
が
あ
り
、
流
血
の
惨
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ョ
セ
フ
ス
は
穏
健
派

で
あ
っ
た
が
、
や
む
な
く
戦
争
に
加
わ
り
、
捕
虜
と
な
っ
た
後
は
ユ
ダ
ヤ
民
族
の
復
興
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
た
。

右
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
、
ョ
セ
フ
ス
は
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
の
か
け
が
え
の
な
い
証
言
者
と
な
っ
た
。
さ
い
わ
い
我
国
で
も
豆
ダ
ャ
戦

ｊ
記
』
の
全
訳
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
で
書
か
れ
た
こ
の
書
を
日
本
語
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ョ
セ
フ
ス
に
は
豆
ダ
ヤ
古
代

９９叩
誌
』
な
ど
の
著
作
も
あ
り
、
豆
ダ
ャ
戦
記
」
訳
言
の
出
版
社
か
ら
全
一
六
巻
の
邦
訳
全
集
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

号
ョ
セ
フ
ス
は
、
最
初
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
を
ユ
ダ
ヤ
人
の
日
常
語
で
あ
っ
た
ア
ラ
ム
語
で
書
い
た
が
、
あ
ま
り
読
ま
れ
な
い
た
め
ギ
リ
シ
ャ

４

（
６
）

鐸
人
の
助
け
を
か
り
て
ギ
リ
シ
ャ
語
に
訳
し
、
そ
れ
が
普
及
し
た
。
現
在
残
っ
て
い
る
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
」
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
も
の
だ
け
で
あ

５熱
る
。
執
筆
し
た
の
は
ウ
エ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
皇
帝
治
下
の
紀
元
七
五
年
か
ら
七
九
年
の
間
と
さ
れ
る
が
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
が
書
か
れ
て
い
る
第

（
１
）

誌
七
巻
は
、
も
っ
と
後
の
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
治
下
（
紀
元
八
一
年
－
九
六
年
）
の
終
わ
り
ご
ろ
と
い
う
説
が
出
て
い
る
と
い
う
。

雑
Ｔ
）

学
本
題
に
も
ど
っ
て
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
の
記
載
は
豆
ダ
ヤ
戦
記
』
最
終
巻
の
第
七
巻
に
あ
る
。
こ
の
巻
は
、
第
一
次
ユ
ダ
ヤ
戦
争
最
後
の

史椎
砦
と
な
り
ユ
ダ
ヤ
軍
の
戦
闘
員
全
員
が
自
決
し
た
、
マ
サ
ダ
の
悲
劇
を
描
い
て
い
る
点
で
重
要
な
巻
だ
が
、
マ
サ
ダ
と
は
別
の
場
所
の
、
戦

日
争
の
末
期
に
ロ
ー
マ
軍
が
進
攻
し
た
土
地
の
地
誌
と
い
う
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
訳
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

「
町
（
引
用
者
注
皿
死
海
の
東
の
北
端
に
あ
る
マ
カ
イ
ロ
ス
）
を
囲
む
北
側
の
渓
谷
に
バ
ア
ラ
ス
と
い
う
場
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
同
名
の
パ
ァ

ラ
ス
（
注
恥
写
本
に
よ
っ
て
は
バ
ア
ル
、
ブ
ラ
パ
ス
）
と
呼
ば
れ
る
根
茎
が
成
育
し
て
い
る
。
そ
の
色
は
燃
え
あ
が
る
炎
の
よ
う
な
色
で
、
夕
方

に
明
る
い
光
を
発
す
る
。
引
き
抜
こ
う
と
し
て
近
づ
い
て
触
れ
よ
う
と
す
る
と
そ
の
手
を
避
け
、
婦
人
の
小
水
や
月
の
も
の
を
ふ
り
か
け
る

と
静
止
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
と
き
で
も
、
直
接
手
で
さ
わ
る
の
は
き
わ
め
て
危
険
で
命
に
か
か
わ
る
。
そ
こ
で
触
れ
な
い
よ
う
に
充
分
注

意
し
て
根
を
引
き
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
危
険
を
避
け
る
も
う
一
つ
の
採
集
方
法
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
周
囲
の
土
を
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言
・

４第巻５錘
患
部
に
あ
て
る
と
そ
う
し
た
だ
け
で
、
悪
鬼
（
ダ
イ
モ
ニ
ア
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
ｌ
そ
れ
は
邪
悪
な
も
の
た
ち
の
霊
ラ
ネ
ウ
マ
）
で
、
生
き

（
１
）

誌
て
い
る
者
［
の
肉
体
］
に
入
り
込
み
、
手
当
し
な
け
れ
ば
死
ぬ
ｌ
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
追
い
出
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」

雑学
こ
の
バ
ァ
ラ
ス
が
へ
プ
ラ
イ
語
で
マ
ン
ダ
ラ
ゲ
の
こ
と
だ
と
い
う
の
で
、
へ
プ
ラ
イ
語
の
辞
書
を
見
た
が
、
初
心
者
用
の
辞
書
に
は
出
て

史権
い
な
か
っ
た
。
た
だ
バ
ー
ル
は
荒
れ
野
と
い
う
意
味
ら
し
く
、
そ
れ
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
犬
が
引
き
抜
く
と
死
ぬ
と
い
う
こ
と

（
４
）

日
は
有
名
に
な
っ
て
、
そ
の
こ
と
を
示
し
た
絵
が
あ
る
（
写
皇
。
こ
の
絵
を
め
ぐ
っ
て
の
い
ろ
い
ろ
な
議
論
－
た
と
え
ば
こ
の
絵
に
描
か
れ
て

い
る
の
は
デ
イ
オ
ス
コ
リ
デ
ス
で
は
な
く
Ｑ
胃
①
巨
四
の
で
、
ョ
セ
フ
ス
の
記
載
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
な
く
別
の
史
料
を
引
用
し
た
の
で
は
な
い

（
４
）

か
と
い
う
説
な
ど
－
に
つ
い
て
は
原
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
８
）
（
９
）
（
Ⅷ
）

’
一
コ
ロ
・
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
二
四
六
九
－
一
六
五
七
）
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
『
君
主
論
』
の
著
者
で
あ
る
。

（
２
）

二
．
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
作
の
喜
劇
「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
」
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マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
役
人
と
し
て
活
躍
し
た
が
、
支
配
者
の
交
代
で
ク
ビ
に
な
り
文
筆
家
に
な
っ
た
。
「
君
主
論
」

を
は
じ
め
と
す
る
政
治
哲
学
の
著
作
の
他
に
、
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
晩
年
ま
た
役
人
的
活
動
に

も
ど
る
が
、
常
勤
の
地
位
に
は
つ
け
ず
、
活
動
そ
れ
自
身
も
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
」
は
文
筆
家
と
し
て
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
書
い
た
戯
曲
で
、
ス
ト
ー
リ
ー
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

あ
る
男
が
、
美
人
の
人
妻
に
よ
か
ら
ぬ
欲
望
を
抱
く
。
正
攻
法
で
は
思
い
を
と
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
一
計
を
案
じ
、
パ
リ
帰
り
の
偽

医
者
に
な
り
す
ま
し
て
子
供
の
な
い
夫
婦
に
「
子
供
が
で
き
る
方
法
を
教
え
る
」
と
い
う
。
「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
が
入
っ
た
薬
を
飲
む
と
必
ず

子
供
が
で
き
る
が
、
こ
の
薬
を
飲
ん
だ
女
性
と
最
初
に
交
わ
っ
た
男
は
命
を
落
と
す
。
夫
が
そ
の
危
険
を
避
け
る
に
は
、
だ
れ
か
を
連
れ
て

来
て
、
妻
が
薬
を
飲
ん
だ
後
に
ま
ず
そ
の
男
と
交
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
夫
は
い
や
が
る
妻
を
説
得
し
て
そ
の
こ
と
を
承
知
さ
せ
、

男
は
偽
医
者
と
浮
浪
者
の
両
方
に
な
り
す
ま
し
て
思
い
を
と
げ
る
と
い
う
筋
で
あ
る
。

（
９
）
（
Ⅲ
）

た
わ
い
も
な
い
戯
曲
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
文
学
の
傑
作
の
一
つ
と
し
て
現
在
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
塩
野
七
生
氏
に
よ
れ

ば
「
は
じ
め
て
イ
タ
リ
ア
喜
劇
を
見
た
、
と
ま
で
ゲ
ー
テ
を
賛
嘆
さ
せ
た
ゴ
ル
ド
ー
ニ
の
も
の
よ
り
出
来
が
よ
く
、
劣
る
と
す
れ
ば
、
コ
ル

ネ
ー
ュ
の
最
良
の
作
に
対
し
て
の
み
、
と
い
わ
れ
る
ル
ネ
サ
ン
ス
喜
劇
の
傑
作
」
で
あ
る
。
同
氏
は
、
こ
の
戯
曲
成
立
周
辺
の
事
情
や
内
容

（
皿
）

を
詳
し
く
書
い
て
お
り
、
関
心
の
あ
る
方
は
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

文
学
的
評
価
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
私
は
二
つ
の
点
で
興
味
深
く
感
じ
た
。
ひ
と
つ
は
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
が
す
ば
ら
し
い
効
果
を
も
つ

薬
と
し
て
偽
計
の
種
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
の
平
岩
弓
枝
氏
の
小
説
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
省
略
し
た
が
、
幕
末
に
外
国
船
が
も
っ
て
（
３
）

く
る
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
を
藺
方
医
が
ほ
し
が
る
の
で
、
盗
み
出
し
て
売
り
さ
ば
く
の
が
出
て
き
て
そ
れ
か
ら
・
・
と
い
う
よ
う
な
筋
で
あ
っ
た
。

マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
し
て
も
平
岩
氏
に
し
て
も
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
の
効
果
の
高
さ
が
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
は
、
マ
ン
ド
ラ
ゴ
ラ
が
卓
越
し
た
効
果
を
示
す
が
、
最
初
の
段
階
で
命
を
落
と
す
危
険
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
身

代
わ
り
を
た
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
先
の
ョ
セ
フ
ス
の
犬
と
、
こ
の
戯
曲
の
身
代
わ
り
男
と
は
重
な
っ
て
く
る
の
で
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は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
』
ギ
リ
シ
ャ
語
原
本
が
印
刷
刊
行
さ
れ
た
の
は
一
五
四
四
年
で
「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
」
執
筆
の
後
だ
が
、

（
５
）

ラ
テ
ン
訳
の
印
刷
本
は
そ
れ
よ
り
先
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
、
ギ
リ
シ
ャ
語
が
で
き
な
か
っ
た
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
も
、
豆
ダ
ャ
戦

記
」
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
る
。（

、
）

有
吉
佐
和
子
氏
が
『
華
岡
青
洲
の
妻
」
を
書
い
た
と
き
、
ョ
セ
フ
ス
を
読
ん
で
い
た
か
あ
る
い
は
意
識
し
て
い
た
か
は
知
ら
な
い
。
し
か

し
有
吉
氏
の
作
品
で
は
、
家
族
が
単
な
る
身
代
わ
り
で
な
く
、
嫁
姑
の
関
係
が
基
礎
に
あ
る
に
せ
よ
意
識
し
た
自
己
犠
牲
と
し
て
研
究
に
参

〃
加
し
て
い
る
。
有
吉
氏
の
場
合
は
、
ョ
セ
フ
ス
と
離
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
８
）
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
著
、
池
田
廉
訳
『
君
主
論
」
、
中
公
文
庫
、
東
京
、
一
九
七
七
年

（
９
）
佐
々
木
毅
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
と
「
君
主
論
」
」
、
講
談
社
学
術
文
庫
、
東
京
、
一
九
九
九
年

（
叩
）
塩
野
七
生
『
わ
が
友
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
」
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
八
七
年

（
ｕ
）
有
吉
佐
和
子
『
華
岡
胄
洲
の
妻
」
、
新
潮
文
庫
、
東
京
、
一
九
九
七
年

（
４
）
詞
己
巳
の
》
男
・
昌
・
》
目
（
〕
の
ｏ
ｇ
一
号
⑩
○
口
も
面
目
ョ
四
の
昌
留
己
昌
①
ｇ
ｏ
言
の
》
雪
陣
昌
＄
つ
つ
．
〔
」
己
ぐ
国
望
ご
ｇ
、
弓
①
〆
四
の
勺
『
①
閉
》
シ
巨
の
言
ご
》
ら
駅

（
５
）
フ
ラ
ゥ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
著
、
新
見
宏
訳
『
ユ
ダ
ヤ
戦
記
１
」
（
解
説
）
、
山
本
書
店
、
東
京
、
一
九
七
五
年

（
６
）
ミ
レ
ー
ュ
・
ア
ダ
ス
Ⅱ
ル
ベ
ル
著
、
東
丸
恭
子
訳
「
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
ヨ
セ
フ
ス
伝
」
、
白
水
社
、
東
京
、
一
九
九
三
年

（
７
）
曽
○
の
の
で
｝
旨
の
》
国
四
ぐ
冒
的
》
粛
軍
』
①
ｚ
の
乏
両
。
ｏ
く
ｏ
一
○
℃
四
①
昌
四
国
風
国
昌
の
四
句
》
つ
圏
ふ
匿
己
で
。
》
弓
阜
〕
⑦
国
月
田
の
一
（
）
口
四
の
ｇ
四
国
胃
津
図
昌
の
四
百
の
。
〕
○
宮
ｎ
画
い
○
）

二
Ｃ
Ｃ
Ｃ

ト
く
く
心

文

（
１
）
フ

（
２
）
マ

（
３
）
平
七
年

献

フ
ラ
ゥ
ィ
ウ
ス
・
ョ
セ
フ
ス
著
、
秦
剛
平
訳
「
ユ
ダ
ヤ
戦
記
３
」
、
二
三
○
頁
お
よ
び
解
説
、
山
本
書
店
、
東
京
、
一
九
九
六
年

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
著
、
脇
巧
訳
「
マ
ン
ド
ラ
ー
ゴ
ラ
」
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
全
集
４
」
、
四
～
五
四
頁
、
筑
摩
書
房
、
東
京
、
一
九
九
九
年

平
岩
弓
枝
「
ま
ん
ど
ら
ご
ら
奇
聞
」
「
か
く
れ
ん
ぼ
、
御
宿
か
わ
せ
み
一
九
」
、
文
芸
春
秋
社
、
東
京
、
一
九
九
四
年
、
文
春
文
庫
、
一
九
九

（
老
人
保
健
施
設
陽
翠
の
里
）


